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巻
頭
レ
ポ
ー
ト

　

昨
年
度
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、
駅
ホ
ー

ム
上
で
最
も
視
認
性
の
高
い
駅
名
標
と
施

設
名
称
等
を
、
セ
ッ
ト
で
掲
出
す
る
「
副

駅
名
称
」
を
新
た
な
広
告
媒
体
と
し
て
導

入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
副
駅
名
称
」
は
、
広
告
料
収
入
に
加
え
、

鉄
道
を
ご
利
用
の
お
客
様
へ
当
該
施
設
等

の
最
寄
り
駅
で
あ
る
こ
と
を
ご
案
内
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
お
客
様
に
も
当
該
施

設
等
と
駅
に
更
に
親
し
み
を
持
っ
て
頂
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
販
売
に
あ

た
っ
て
は
、
弊
社
（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
）
が
窓
口
と
な
り
、
通
常
の

鉄
道
広
告
規
定
に
加
え
、
専
用
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
設
け
運
用
し
て
い
ま
す
。

第
一
弾
は
、
千
歳
線
２
駅
で

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
千
歳
線
の
恵
庭

駅
と
長
都
駅
で
正
式
駅
名
に
加
え
、
周
辺

の
工
場
や
大
学
の
名
前
を
広
告
と
し
て
駅

名
看
板
に
掲
示
す
る
「
副
駅
名
称
」
を
令

和
元
年
８
月
１
日
に
開
始
し
ま
し
た
。
道

外
の
事
例
で
は
、
京
王
電
鉄
、
東
武
鉄
道

な
ど
の
首
都
圏
私
鉄
で
は
既
に
副
駅
名
称

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
の
Ｊ

Ｒ
各
社
で
は
初
の
試
み
と
な
る
も
の
で
す
。

　

副
駅
名
称
は
恵
庭
駅
が
「
北
海
道
文
教

大
学
前
」、
長
都
駅
が
「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
北

海
道
千
歳
工
場
前
」
と
な
り
ま
し
た
。
副

駅
名
称
は
、
各
ホ
ー
ム
に
設
置
さ
れ
て
い

る
駅
名
標
の
下
の
ス
ペ
ー
ス
に
副
駅
名
称

板
を
新
た
に
設
置
し
、
企
業
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
や
イ
ラ
ス
ト
も
使
用
で
き
る
も
の
と
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
二
弾
と
し
て
同
年
10
月
か

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
新
た
な
広
告
媒
体
商
品

副
駅
名
称
広
告
の
取
り
組
み

株
式
会
社 

Ｊ
Ｒ
北
海
道
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

広
告
事
業
本
部　

媒
体
部　

媒
体
企
画
グ
ル
ー
プ

小
椋
　
尚
希

（
４
月
１
日
よ
り
会
社
合
併
に
よ
り
社
名
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

旧
社
名
：
株
式
会
社
北
海
道
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
既
存
財
産
で
あ
る
駅
名
標
を
活
用
し
、
新
た
に
副
駅
名
称
広
告
を
導
入
。

広
告
料
収
入
に
加
え
、
利
用
者
に
駅
周
辺
へ
の
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
。

北海道初となる副駅名称広告（自立型）
　既存の駅名称に隣接して、新たに副駅名称を設置

副駅名称広告（天吊型）
　ホーム屋根がある場合は天吊型
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Ｑ
．
他
の
駅
で
の
掲
出
予
定
は
あ
る
か
。

Ａ
．
現
時
点
で
決
定
し
て
い
る
駅
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
皆
様
に

こ
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

広
く
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
契
約
期
間
の
決
ま
り
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
３
年
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
駅
名
標
付
近
に
掲
出
す
る

こ
と
か
ら
、
お
客
様
の
混
乱
を
さ
け

る
た
め
、
短
期
間
で
変
更
す
る
こ
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
契
約
が
終
わ
っ
た
ら
副
駅
名
称
は
撤

去
す
る
の
か
。

Ａ
．
契
約
終
了
後
に
は
撤
去
し
ま
す
。
広

告
料
は
撤
去
費
用
も
含
め
て
設
定
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
掲
出
主
と
代
理
店
様
で
協
議
を
進
め

る
流
れ
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

Ａ
．
→
掲
出
主
と
掲
出
ル
ー
ル
の
確
認
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

→
掲
出
意
思
が
固
い
場
合
、
掲
出
主

と
対
象
駅
を
当
社
に
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　

→
当
社
側
か
ら
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
掲
出

の
可
否
を
打
診
し
ま
す
。

　
　

→
可
の
場
合
、
当
社
側
で
掲
出
料
金

を
算
出
及
び
掲
出
枚
数
等
の
諸
条
件

を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

　
　

→
掲
出
料
金
、
手
数
料
の
考
え
方
の

在
し
て
い
る
法
人
・
施
設
等
で
あ
る

こ
と
、
②
知
名
度
・
公
共
性
等
を
備

え
た
法
人
・
施
設
等
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
２
点
を
考
慮
し
判
断
し
ま
す
。

更
Ｑ
．「
知
名
度
・
公
共
性
等
」
の
判
断
は

誰
が
す
る
の
か
。

Ａ
．
当
該
駅
関
係
者
を
含
め
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
社
内
で
検
討
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

Ｑ
．
１
つ
の
駅
に
複
数
の
副
駅
名
称
が
つ

く
こ
と
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
１
駅
１
掲
出
主
限
定
と
し
ま
す
。
１

駅
に
複
数
の
応
募
が
あ
っ
た
際
は
弊

社
で
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
広
告
表
現
に
つ
い
て
、
企
業
名
・
施

設
名
以
外
に
商
品
名
や
サ
ー
ビ
ス
名

等
は
可
能
な
の
か
。

Ａ
．
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
・
施
設
名
を

掲
示
す
る
こ
と
か
ら
、
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
名
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
．
他
社
事
例
の
よ
う
に
、
副
駅
名
称
を

駅
名
標
内
に
印
字
し
な
い
の
か
。

Ａ
．
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
駅
名
標
は
、
隣
接
の

駅
名
に
よ
っ
て
は
、
法
人
・
施
設
名

が
駅
名
標
内
の
ス
ペ
ー
ス
に
収
ま
ら

な
い
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
別
途

外
付
け
の
方
が
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が

で
き
る
た
め
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
等
、
媒
体
価
値
が

よ
り
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ら
、手
稲
駅
で「
北
海
道
科
学
大
学
最
寄
駅
」

が
掲
出
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

副
駅
名
称
の
販
売
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

反
響
が
よ
く
、
様
々
な
お
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
レ
ポ
ー
ト

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
い
た
内
容
を
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。

Ｑ
．
駅
名
標
付
近
に
「
副
駅
名
称
」
を
入

れ
る
と
、
行
き
先
の
誤
認
や
混
同
を

招
い
た
り
、
駅
名
が
見
づ
ら
い
な
ど
、

利
用
者
に
不
便
と
な
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
か
。

Ａ
．「
副
駅
名
称
」
を
導
入
し
て
い
る
私
鉄

各
社
様
（
京
急
、
東
武
、
京
王
、
仙

台
市
営
地
下
鉄
）
に
確
認
し
ま
し
た

が
、
特
段
、
苦
情
は
な
い
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
．
副
駅
名
称
は
、
車
内
や
駅
で
の
放
送

は
行
わ
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
．
自
動
音
声
案
内
の
入
れ
替
え
な
ど
の

即
時
的
な
対
応
が
難
し
い
た
め
、
現

時
点
で
は
列
車
内
や
駅
に
お
け
る
案

内
放
送
等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
副
駅
名
称
は
、
時
刻
表
や
き
っ
ぷ
に

印
字
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
．
駅
名
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
時
刻
表
や
き
っ
ぷ
に
印
字
は

し
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
広
告
料
は
い
く
ら
か
。

Ａ
．
広
告
料
金
は
各
駅
の
駅
名
標
の
枚
数

や
設
置
状
況
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
制
作
・
設
置
料
等
を
含
め
て
、

概
ね
年
間
３
０
０
万
円
程
度
で
す
。 

Ｑ
．
駅
名
標
に
は
ど
の
よ
う
な
形
状
の
も

の
が
あ
る
か
。

Ａ
．
駅
に
よ
っ
て
、
ホ
ー
ム
上
の
自
立
式

や
上
家
か
ら
の
天
吊
式
、
ま
た
、
壁

へ
の
貼
付
式
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
対
象
駅
は
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く

の
か
。

Ａ
．
第
一
弾
は
、「
副
駅
名
称
広
告
」
が

弊
社
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

受
付
窓
口
や
設
置
・
管
理
等
の
実
作

業
を
行
い
や
す
い
札
幌
近
郊
駅
か
ら

選
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
対
象
と

し
て
は
、
一
部
の
駅
を
除
い
て
全
道

各
地
の
駅
を
対
象
と
し
て
い
き
た
い

考
え
で
す
。

更
Ｑ
．
一
部
の
駅
と
は
ど
こ
か

Ａ
．
札
幌
駅
、
新
千
歳
空
港
駅
、
小
樽
駅

な
ど
、
特
定
の
「
副
駅
名
称
」
を
付

す
る
こ
と
で
お
客
様
に
混
乱
を
生
じ

さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
よ
う
な

駅
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

Ｑ
．
掲
出
主
の
審
査
基
準
は
。

Ａ
．
資
格
要
件
と
し
て
は
主
に
、
①
掲
出

駅
か
ら
お
お
む
ね
１
キ
ロ
以
内
に
所
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打
ち
合
わ
せ
を
弊
社
と
代
理
店
様
で

行
い
ま
す
。

　
　

→
弊
社
と
合
意
し
た
内
容
で
、
代
理

店
様
が
掲
出
主
と
掲
出
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
競
合
し
た
場
合
の
決
定
方
法
は
ど
う

す
る
の
か
。

Ａ
．
同
じ
駅
で
複
数
の
掲
出
主
か
ら
の
掲

出
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、
先
に
ご

相
談
い
た
だ
い
た
掲
出
主
を
優
先
し

て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
協

議
が
整
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
次
の

掲
出
希
望
主
と
協
議
を
始
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
一
つ
の
掲

出
主
に
複
数
の
代
理
店
様
が
営
業

行
為
を
し
て
い
る
場
合
、
関
係
代
理

店
様
も
し
く
は
掲
出
希
望
主
に
よ
り
、

代
理
店
様
を
１
社
に
決
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ
．
掲
出
内
容
の
審
査
基
準
（
制
限
等
）
は
、

ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

Ａ
．
先
行
事
例
の
私
鉄
様
を
参
考
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
最
終
的
な
判

断
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
設
置
の
留
意
点
は
な
に
か
？

Ａ
．
副
駅
名
称
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
駅
で
、
駅
名
標
の
設
置

状
況
や
形
状
・
数
量
が
異
な
る
た
め
、

副
駅
名
称
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
通
行
者
と
の
接
触
や
、

設
置
物
の
転
落
防
止
な
ど
、
安
全
面

の
確
保
内
容
が
、
多
種
多
様
と
な
る

こ
と
が
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
と
な

り
ま
す
。

【副駅名称 ガイドライン】

※駅によって寸法が異なる場合があります。
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副
駅
名
称
最
新
ニ
ュ
ー
ス

「
ウ
ポ
ポ
イ 

民
族
共
生
象
徴
空
間
前
」

　

白
老
駅
の
副
駅
名
称
に

　　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、
令
和
２
年
４
月
24

日
の
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）

オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
最
寄
り
駅
で
あ
る
白

老
駅
に
「
ウ
ポ
ポ
イ 
民
族
共
生
象
徴
空
間

前
」
と
し
た
副
駅
名
称
を
３
月
14
日
の
ダ

イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
、
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
新
千
歳
空
港
駅
と
札
幌
圏

を
結
ぶ
「
快
速
エ
ア
ポ
ー
ト
」
に
使
用
し

て
い
る
「
７
３
３
系
車
両
」
11
編
成
の
車

体
外
装
に
、「
ウ
ポ
ポ
イ
」
オ
ー
プ
ン
に

つ
い
て
の
告
知
を
掲
出
し
ま
す
。
掲
出
期

間
は
、
令
和
２
年
３
月
１
日
よ
り
、
順
次

運
行
〜
５
月
中
旬
ま
で
を
予
定
す
る
な
ど
、

多
く
の
お
客
様
に
白
老
を
訪
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
同
施
設
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
開
業

に
向
け
た
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

自立型の副駅名称

快速エアポートに掲出する車体広告の展開（全６種類）

天吊型の副駅名称　既存の名所案内スペースを活用し、新たに副駅名称を整備

4月24日のオープンまではオープン告知も併設
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「私のアナザースカイ クロアチア」
理事　小棚木　健司（小田急電鉄株式会社）

　

本
稿
の
話
を
い
た
だ
き
愚
考
し
ま
し
た
が
、

誇
れ
る
趣
味
や
特
技
も
な
く
、
過
去
の
海
外
旅

行
話
く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
ず
。
取
り
留
め
の

な
い
話
で
恐
縮
で
す
が
、
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　

私
の
海
外
旅
行
デ
ビ
ュ
ー
は
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
と
遅
く
、
こ
れ
ま
で
の
訪
問
国
数
も
14

か
国
と
い
た
っ
て
普
通
で
す
。
し
い
て
特
徴
を

あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
国
を
複
数
回
訪
れ
る

の
が
好
き
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
初
め
て
の
国

は
誰
だ
っ
て
緊
張
し
ま
す
が
、
１
度
経
験
す
れ

ば
、
心
の
余
裕
が
全
然
違
い
ま
す
。
空
港
を
出

た
瞬
間
か
ら
い
い
旅
夢
気
分
で
す
。

　

そ
ん
な
私
が
２
度
訪
れ
て
お
す
す
め
し
た
い

の
が
「
ク
ロ
ア
チ
ア
」
で
す
。
南
は
ア
ド
リ
ア

海
（
対
岸
は
イ
タ
リ
ア
）、
北
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に

面
し
て
お
り
、
首
都
は
ザ
グ
レ
ブ
。
サ
ッ
カ
ー

強
国
（
前
回
Ｗ
杯
準
優
勝
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
日

本
で
は
強
い
で
し
ょ
う
か
。
意
外
な
と
こ
ろ
で

は
、
ネ
ク
タ
イ
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
ネ
ク
タ
イ
は
「
ク
ラ
ヴ

ァ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
言
葉
自
体

は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
を
意
味
す
る
「
ク
ロ
ア
ト
」

に
由
来
し
て
い
ま
す
（
諸
説
あ
り
）。

　

そ
ん
な
ク
ロ
ア
チ
ア
の
魅
力
は
、
ず
ば
り
旅

の
３
大
魅
力
「
景
色
・
景
観
」「
美
酒
・
美
食
」

「
人
柄
・
気
風
」
が
揃
っ
て
い
る
点
で
す
。
中
で

も
こ
の
３
つ
が
凝
縮
さ
れ
た
「
フ
ヴ
ァ
ー
ル
島
」

が
一
押
し
で
す
。
こ
こ
は
、
夏
の
バ
カ
ン
ス
シ

ー
ズ
ン
に
は
、
欧
州
諸
国
か
ら
コ
バ
ル
ト
ブ
ル

ー
の
海
と
燦
燦
と
輝
く
太
陽
を
求
め
て
多
く
の

観
光
客
が
集
ま
る
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
す
。

ハ
ー
バ
ー
に
は
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
豪

華
ク
ル
ー
ザ
ー
（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
積
載
！
）
が

停
泊
す
る
一
方
で
、
割
安
な
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
（
民
泊

施
設
）
や
お
手
軽
な
ホ
テ
ル
ま
で
幅
広
い
宿
泊

施
設
が
あ
り
、
誰
も
が
夏
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　

島
の
高
台
に
あ
る
城
塞
に
登
れ
ば
、
紺
碧
の

ア
ド
リ
ア
海
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
街
並
み
が
織
り

な
す
絶
景
が
目
の
前
に
広
が
り
、
そ
の
美
し
さ

に
し
ば
し
言
葉

も
出
な
い
ほ
ど
。

や
さ
し
く
吹
き

抜
け
る
風
も
気

持
ち
よ
く
、
こ

こ
ま
で
上
っ
て

き
た
疲
れ
が
全

て
吹
き
飛
ん
で

し
ま
う
か
の
よ

う
で
す
（
夜

は
街
か
ら
見

上
げ
る
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も

素
敵
）。

　

食
事
は
海

を
臨
む
レ
ス
ト
ラ
ン
で
豊
富
な
魚
介
メ
ニ
ュ
ー

を
堪
能
で
き
ま
す
。
ベ
ー
ス
は
イ
タ
リ
ア
ン
で

ム
ー
ル
貝
や
ス
カ
ン
ピ
は
新
鮮
で
量
も
多
い
！ 

そ
し
て
抜
群
に
美
味
し
い
!! 

強
い
日
差
し
に
少

し
疲
れ
た
ら
、
商
店
で
買
っ
た
地
元
ビ
ー
ル
「
Ｏ

ｚ
ｕ
ｊ
ｓ
ｋ
ｏ
」
と
ワ
イ
ン
「
Ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｐ
」

を
部
屋
で
楽
し
む
の
も
ま
た
一
興
（
ビ
ー
ル
は

１
ℓ
３
０
０
円
、
ワ
イ
ン
は
ボ
ト
ル
数
百
円
～

な
の
も
嬉
し
い
☆
）。
夜
は
、
カ
フ
ェ
や
バ
ー
ま

で
が
ク
ラ
ブ
に
早
変
わ
り
し
、
遅
く
ま
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
（
注
：
銀
座
系
の
ク
ラ
ブ
で
は
な
い
）。

　

大
音
量
と
酔
い
が
な
く
て
も
理
解
で
き
な
い

私
の
英
語
力
に
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
る
優
し

さ
が
あ
り
、
漢
字
の
サ
イ
ン
に
「
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
の
サ
イ
ン
か
い
」
と
気
さ
く
な
ジ
ョ
ー
ク

を
か
ま
す
ク
ロ
ア
チ
ア
人
は
、
サ
ウ
ン
ド
以
上

に
最
高
で
す
!!

　

ジ
ブ
リ
映
画
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

る
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
や
世
界
自
然
遺
産
で
も
あ
る

プ
リ
ト
ビ
チ
ェ
湖
群
国
立
公
園
、
ロ
ー
マ
帝
国

時
代
の
宮
殿
が
そ
の
ま
ま
市
街
地
の
一
部
に
な

っ
て
い
る
ス
プ
リ
ッ
ト
な
ど
、
そ
の
外
に
も
見

ど
こ
ろ
の
多
い
ク
ロ
ア
チ
ア
。

　

こ
の
夏
、
皆
さ
ん
も
旅
を
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

夜のにぎわい

高台からの眺め

レストランでくつろぐ
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２
０
１
９
年
の
総
広
告
費
は
、
通
年
で

６
兆
９
３
８
１
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
不

透
明
な
世
界
経
済
や
相
次
ぐ
自
然
災
害
、

消
費
税
率
変
更
に
伴
う
個
人
消
費
の
減
退

や
弱
含
み
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
な
ど
厳

し
い
風
向
き
の
中
、
成
長
を
続
け
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
領
域
や
イ
ベ
ン
ト
関
連

が
総
広
告
費
全
体
を
押
し
上
げ
る
結
果
に
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
費
は
、
テ
レ
ビ

メ
デ
ィ
ア
広
告
費
を
超
え
、
初
め
て
２
兆

円
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に
進
み
、
デ
ジ
タ
ル

を
起
点
に
し
た
既
存
メ
デ
ィ
ア
と
の
統
合

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
進
化
、
広
告
業
界
の

転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
設
項
目
と
し
て
、「
日
本
の
広
告
費
」

に
お
け
る「
物

 （
※
１
） 販

系
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
広
告
費
」、
改
定
項
目
と
し
て
、
従
来
の

「
展
示
・
映
像
ほ
か
」
に
「
日
本
の
広
告
費
」

に
お
け
る
「
イ
ベ
ン
ト
」
を
加
え
た
「
イ

 （
※
２
） 

ベ
ン
ト
・
展
示
・
映
像
ほ
か
」
を
追
加
推

定
し
、
８
年
連
続
で
プ
ラ
ス
成
長
と
な
り

ま
し
た
。

媒
体
別
広
告
費
の
概
要

　

媒
体
別
に
み
る
と
、「
新
聞
広
告
費
」（
前

年
比
95
・
０
％
）、「
雑
誌
広
告
費
」（
同

91
・
０
％
）、「
ラ
ジ
オ
広
告
費
」（
同
98
・

６
％
）、「
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
広
告
費
」（
同

97
・
３
％
、
地
上
波
テ
レ
ビ
と
衛
星
メ
デ
ィ

ア
関
連
）
を
合
計
し
た
「
マ
ス
コ
ミ
四
媒

体
広
告
費
」
は
、
前
年
比
96
・
６
％
と
５

2019年 日本の広告費
株式会社電通
アウト・オブ・ホーム・メディア局 計画推進部 

村田　光弘

　株式会社電通は、日本の総広告費と、媒体別・業種別広告費を推定した「2019 年 日本の広告費」
を発表しました。これは、国内で１年間（１～ 12 月）に使われた広告費を、マスコミ四媒体、イ
ンターネット、プロモーションメディアの広告媒体料と広告制作費について媒体社や広告制作会
社などの協力を得ながら推定したものです。2019 年の日本の広告費に関しまして、以下ポイント
をご紹介いたします。

「日本の広告費」における「物販系ＥＣプラットフォーム広告費」とは、生活家電・雑貨、
書籍、衣類、事務用品などの物品販売を行う EC（電子商取引）プラットフォーム（これを、
本広告費では「物販系 EC プラットフォーム」と呼ぶ）上において、当該プラットフォー
ムへ“出店”を行っている事業者（これを、本広告費では「店舗あり事業者」と呼ぶ）
が当該プラットフォーム内に投下した広告費と定義。より広い意味での「EC 領域での
販売促進を図るインターネット広告費」全体を指すわけではありません。
また、2019 年７月 29 日に D2C・CCI･ 電通３社共同で「物販系 EC プラットフォーム
広告費」を発表しましたが、今回「2019 年 日本の広告費」調査によって、新たに「日
本の広告費」との重複部分を排除、再定義し追加推定しました。
2018 年 822 億円（参考値、「2018 年 日本の広告費」には含まれない）　2019 年 1,064 億
円（参考前年比 129.4％）
参考）2019 年７月 29 日　D2C・CCI・電通３社共同リリース：

2018 年実績 1,123 億円（前年比 120.6％）
2019 年予測 1,441 億円（同 128.3％見通し）

※１

「イベント・展示・映像ほか」とは、販促キャ
ンペーンも含む広告業が手掛ける各種イベン
ト、展示会、博覧会、PR 館などの製作費、シ
ネアド、ビデオなどの制作費と上映費などを
合計したもの。従来より推定していた「展示・
映像ほか」の項目に、次の定義によるイベン
ト部分を追加しました。「日本の広告費」にお
ける「イベント」広告費（2019 年 1,803 億円、
2018 年は推定できなかったため非開示）の定
義：広告業が取り扱うイベント領域のうちディ
スプレイ、PR 館やプロモーション映像制作な
どを除外した販促キャンペーン、ポップアッ
プストア、スポーツイベント、PR イベントな
どの製作費。

※２

「2019 年 日本の広告費」は、
拡張するデジタル領域やイベント領域を追加推定し、６兆 9,381 億円
前年同様の推定方法では、６兆 6,514 億円（前年比 101.9%）　

・８年連続のプラス成長
・インターネット広告費が、６年連続２桁成長で
テレビメディア広告費を超え、初めて２兆円超え
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年
連
続
し
て
減
少
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

告
費
」（
同
１
１
９
・
７
％
）
は
、
前
年

に
続
き
運
用
型
広
告
の
成
長
が
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
を
中
心
に
進
み
、
今
回
追
加

推
定
し
た「
日
本
の
広
告
費
」に
お
け
る「
物

販
系
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
広
告
費
」

を
加
え
６
年
連
続
で
増
加
と
な
り
、
広
告

費
全
体
を
大
き
く
押
し
上
げ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
「
日
本
の
広
告

費
」
に
お
け
る
「
イ
ベ
ン
ト
」
を
新
た
に

定
義
し
追
加
推
定
し
た｢

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費｣

（
同
１
０
７
・
５
％
）

は
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
化
が
進
む
「
屋

外
」「
交
通
」
と
、
広
告
業
が
取
り
扱
う
イ

ベ
ン
ト
領
域
を
拡
張
推
定
し
た
「
イ
ベ
ン

ト
・
展
示
・
映
像
ほ
か
」（
改
定
項
目
）
が

増
加
し
ま
し
た
。

業
種
別
広
告
費

（
21
業
種
、
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
の
み
）

　

業
種
別
（
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
、
衛
星
メ

デ
ィ
ア
関
連
は
除
く
）
で
は
、
21
業
種
中

３
業
種
の
広
告
費
が
増
加
、
18
業
種
が
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
増
加
業
種
は
、「
官
公

庁
・
団
体
」（
前
年
比
１
２
９
・
９
％
、
他

の
諸
団
体
、
官
公
庁
が
大
幅
増
、
政
党
・

政
治
団
体
な
ど
が
増
加
）、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

素
材
・
機
械
」（
同
１
０
８
・
１
％
、
ガ
ソ

リ
ン
、
電
力
会
社
な
ど
が
増
加
）、「
食
品
」

（
同
１
０
０
・
２
％
、
通
販
系
サ
プ
リ
メ
ン

ト
、
企
業
広
告
、
酢
、
ア
メ
・
キ
ャ
ラ
メ

ル
な
ど
が
増
加
）。
ま
た
、
主
な
減
少
業
種

は
、「
精
密
機
器
・
事
務
用
品
」（
同
85
・
３
％
、

望
遠
鏡
・
顕
微
鏡＜

メ
ガ
ネ
型
拡
大
鏡＞

が
大
幅
減
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
腕
時
計

な
ど
が
減
少
）、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
ク

セ
サ
リ
ー
」（
同
90
・
２
％
、婦
人
服
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
総
合
が
大
幅
減
）、

「
案
内
・
そ
の
他
」（
同
90
・
４
％
、
案
内

＜

新
聞
広
告
に
お
け
る
案
内
広
告＞

な
ど

が
減
少
）
な
ど
。

日
本
の
経
済
成
長
と
日
本
の
広
告
費

　

２
０
１
９
年
の
名
目
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
対
前
年
伸
び
率
は
１
・
３
％
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
総
広
告
費
の
比
率
は
１
・

25
％
で
、
前
年
よ
り
０
・
06
％
増
加
し
ま

し
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費
全

体
は
、
２
兆
２
２
３
９
億
円
（
前
年
比
１

０
７
・
５
％
）
と
増
加
し
ま
し
た
。

　

交
通
広
告
は
、
２
０
６
２
億
円
（
同
１

０
１
・
８
％
）。
全
体
と
し
て
は
、
鉄
道

は
、
紙
媒
体
（
中
づ
り
、
ま
ど
上
、
ド
ア

横
、駅
ば
り
）
が
落
ち
込
み
、そ
れ
を
車
内
・

駅
構
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
カ

バ
ー
す
る
傾
向
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
首

都
圏
で
は
、特
に
車
内
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
が
好
調
で
し
た
。
空
港
は
、
外
国
人
観

光
客
の
増
加
に
伴
い
、
広
告
需
要
が
伸
び

て
い
ま
す
。
一
部
媒
体
の
支
障
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
全
体
稼
働
率
が
上
が
っ
た

こ
と
が
好
影
響
し
、
広
告
費
は
増
加
し
ま

し
た
。

* 衛星メディア関連は除く2017年～2019年 業種別広告費（マスコミ四媒体広告費）

表１

媒体別広告費（2014年～2019年）

地上波

テレビ

衛星メディア

関連

61,522 102.9 101.6 98.2 100.0 102.3 102.8 102.4 109.6 112.1 100.8

61,710 100.3 97.6 93.8 97.7 98.6 98.8 98.6 101.5 110.2 99.1

62,880 101.9 99.6 95.6 91.0 102.5 101.7 101.6 103.9 113.0 98.9

63,907 101.6 97.7 94.8 91.0 100.4 99.1 98.9 101.3 115.2 98.5

65,300 102.2 96.7 92.9 91.0 99.1 98.2 98.2 98.1 116.5 99.1

69,381 106.2 96.6 95.0 91.0 98.6 97.3 97.2 99.4 119.7 107.5

(26,094) (4,547) (1,675) (1,260) (18,612) (17,345) (1,267) (21,048) (22,239)

（注）2019年の（　）は広告費（億円）。インターネットには「日本の広告費」における「物販系ECプラットフォーム広告費」、プロモーションメディアには「イベント」を追加推定。

19年

2014年

15年

16年

17年

18年

インター

ネット

プロモーション

メディア新聞 雑誌 ラジオ
テレビ

メディア

　暦　年

総広告費 媒体別前年比（％）

金額

（億円）

前年比

（％）

マスコミ

四媒体

（衛星メディア

関連を含む）

媒体別広告費（2014年～2019年）
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３
月
11
日
に
開
催
予
定
の
第
３
回
理
事

会
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
予
防
す
る
た
め
、
理
事
40
名
に
よ

る
書
面
で
の
評
決
と
な
っ
た
。
評
決
議
事

事
項
及
び
報
告
事
項
は
以
下
の
通
り
。

第
１
号
議
案

２
０
２
０
年
度 

事
業
計
画

　

景
気
の
不
透
明
感
が
強
ま
る
中
で
迎
え

る
２
０
２
０
年
度
で
す
が
、
我
国
に
お
い

て
は
、
平
成
か
ら
令
和
の
時
代
に
移
り
変

わ
る
と
と
も
に
、２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
大

阪
万
博
の
開
催
準
備
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
広
告

業
界
全
体
と
し
て
も
、
交
通
広
告
業
界
と

し
て
も
、
こ
れ
ら
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

広
告
業
界
で
は
、昨
年
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
広
告
が
大
き
く
伸
長
し
、
マ
ス
コ
ミ
四

媒
体
が
減
少
す
る
中
、
交
通
広
告
は
、
ほ

ぼ
前
年
並
み
と
い
う
状
況
で
踏
み
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
経
営
環
境
が
よ
り
厳

し
く
な
る
中
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
は
よ

り
シ
ビ
ア
な
目
で
、
広
告
宣
伝
費
の
支
出

に
対
し
て
効
果
が
高
く
、
効
率
の
良
い
展

開
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

前
述
の
よ
う
な
今
年
度
の
様
々
な
動
き

を
好
機
と
し
て
捉
え
、
話
題
を
提
起
し
や

す
い
と
い
う
鉄
道
広
告
の
特
性
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
存
在
感
を
高
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
新
型
車
両
導
入
に
伴
う
車
内
ビ

ジ
ョ
ン
の
増
設
、
駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
の
拡
大
と
高
度
化
を
始
め
、
そ
の
他
媒

体
の
魅
力
度
向
上
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
創
意
工
夫
に
つ
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
と
し
て
は
、
鉄
道
広
告
の
持
つ

公
益
性
に
一
層
の
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
急
速
な
発
展
に
対
応
し
、
鉄

道
広
告
の
付
加
価
値
を
よ
り
高
め
る
な

ど
、
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
向
上
を
目
指

し
、
会
員
各
社
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
次

ペ
ー
ジ
以
降
の
と
お
り
で
す
が
、
主
な
公

益
事
業
と
し
て
、
環
境
や
美
観
風
致
と
い

う
観
点
か
ら
第
14
回
地
球
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
倫
理
と
い
う
観
点
か
ら

鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
事
業
と
し

て
、
鉄
道
広
告
の
技
術
開
発
の
観
点
か
ら
、

交
通
広
告
に
応
用
可
能
な
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
情
報
の
収
集
と
共
有
化
、
人
材
育
成
の

観
点
か
ら
、「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
２

０
２
０
」
の
発
行
、ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

向
上
の
観
点
か
ら
、
交
通
広
告
共
通
指
標

推
定
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
調
査
研
究
の
観

点
か
ら
、ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
改

良
と
普
及
を
、
そ
れ
ぞ
れ
主
要
課
題
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画

１
．
各
委
員
会
の
主
な
活
動
目
標

⑴
総
務
・
財
務
委
員
会

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
支
部
活
動
活
性
化
支
援

・
年
次
報
告
書
の
作
成

・
他
広
告
団
体
と
の
交
流

⑵
倫
理
委
員
会

・
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準
に
基
づ
く
広
告

審
査
実
態
の
継
続
的
把
握

・
鉄
道
広
告
倫
理
綱
領
及
び
掲
出
基
準
の

適
用
に
関
す
る
教
育
研
修
の
実
施

・
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施

・
広
告
倫
理
に
関
す
る
事
例
研
究
の
実
施

・
日
本
広
告
審
査
機
構
、
日
本
雑
誌
協
会

等
と
の
意
見
交
換

⑶
美
観
風
致
委
員
会

・
環
境
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
第
14
回

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
美
観
事
例
の
収
集
と
紹
介

・
美
観
風
致
に
関
す
る
教
育
研
修

２
０
１
９
年
度
第
３
回
理
事
会
に
つ
い
て

　

地
域
別
で
み
て
も
、
関
西
、
中
部
エ
リ

ア
も
首
都
圏
の
ト
レ
ン
ド
と
同
じ
く
、
紙

媒
体
の
売
り
上
げ
の
減
少
を
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
媒
体
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
構
造

は
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
で

カ
バ
ー
し
き
れ
な
か
っ
た
中
部
エ
リ
ア
は

前
年
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
動
向
は
、
前
年
に
続
き
、
飲
料

の
出
稿
が
減
少
。
一
方
、
エ
ス
テ
系
、
人

材
系
、
外
資
系
の
出
稿
は
増
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
駅
・
車
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
導
入
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
阪

な
ど
で
は
大
型
の
駅
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
新
設

し
好
調
で
し
た
。
ま
た
「
ダ

 （
※
３
） イ

ナ
ミ
ッ
ク
・

デ
ジ
タ
ル
Ｏ
Ｏ
Ｈ
」を
利
用
し
た
サ
イ
ネ
ー

ジ
の
展
開
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
車

両
・
駅
媒
体
と
の
組
み
合
わ
せ
が
前
年
に

続
き
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
広
告
は
、
活
性
化
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
市
場
に
、
２
０
１

９
年
は
さ
ら
に
参
入
が
あ
り
、
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
。
エ
リ
ア
展
開
と
し
て

は
、
東
京
23
区
だ
け
で
な
く
、
大
都
市
圏

を
中
心
に
地
方
に
も
普
及
し
始
め
ま
し
た
。

Ｂ
to
Ｂ
向
け
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
多
く
出
稿

し
て
い
ま
す
が
、
Ｂ
to
Ｃ
向
け
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
出
稿
も
増
加
し
始
め
て
お
り
、
今

後
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
デ
ジ
タ
ル
Ｏ
Ｏ
Ｈ 

： 

天
気
・
気

温
・
時
間
・
位
置
情
報
な
ど
の
外
部
デ
ー
タ
と
の

動
的
・
即
時
的
な
連
携
に
よ
り
、
そ
の
瞬
間
、
そ

の
場
所
、
そ
の
人
に
最
適
な
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
を

配
信
す
る
手
法
の
こ
と
。

※３



Vol.59

9

⑷
環
境
委
員
会　

・
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
状
況
の
実
態

把
握

・「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
配
布
後
の
状

況
把
握

・
美
観
風
致
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
第

14
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施

⑸
安
全
委
員
会

・
安
全
管
理
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進

・
安
全
作
業
に
関
す
る
教
育
研
修
の
実
施

⑹
標
準
化
委
員
会

・
２
０
２
０
年
度
版
「
全
国
鉄
道
広
告
料

金
表
」
の
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
収
録
、

公
開

⑺
人
材
育
成
委
員
会

・「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論　

２
０
２

０
」
の
発
行

・
鉄
道
広
告
実
務
研
修
の
実
施

・
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

⑻
技
術
開
発
委
員
会　

・
Ａ
Ｉ
や
セ
ン
サ
ー
技
術
の
進
展
を
ふ
ま

え
た
、
交
通
広
告
の
価
値
向
上
に
寄
与
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
販
売

方
法
に
関
す
る
情
報
収
集
と
、
効
果
的
な

取
り
組
み
の
紹
介

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
交
通
広
告
の
効
果

的
な
連
携
事
例
の
収
集
と
水
平
展
開

・
Ｏ
Ｏ
Ｈ
に
関
す
る
評
価
指
標
の
整
備
と

い
う
近
年
の
国
内
外
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
た
、
交
通
広
告
の
価
値
向
上
に
つ
な
が

る
連
携
の
あ
り
方
の
検
討

⑼
調
査
研
究
委
員
会

・
効
率
的
な
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

関
す
る
研
究
の
促
進

・
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
改
良
と

普
及

・
媒
体
活
用
事
例
の
調
査
と
紹
介

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
演
会
の
開
催

⑽
業
務
近
代
化
委
員
会

・
業
務
近
代
化
に
関
す
る
課
題
の
提
言

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
導
入
に
よ
る
近

代
化
目
標
の
検
討

⑾
Ｐ
Ｒ
委
員
会　

・「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
編
集
・

発
行
の
継
続
と
、
掲
載
内
容
の
充
実

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
、
情
報
発

信
の
強
化

・
鉄
道
広
告
枠
を
活
用
し
た
、
各
種
啓
蒙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
伴
う
特
設
サ
イ

ト
の
開
設

・
関
係
す
る
外
部
機
関
と
の
連
携
強
化

⑿
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

・
標
準
化
委
員
会
、
調
査
研
究
委
員
会
、

業
務
近
代
化
委
員
会
と
連
携
し
て
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
拡
充
・
デ
ー
タ
整
備

・
関
東
交
通
広
告
協
議
会
、
日
本
広
告
業

協
会
と
連
携
し
て
調
査
実
施
、
デ
ー
タ
整
備

・
交
通
広
告
共
通
指
標
策
定
シ
ス
テ
ム
稼

働
と
運
用
及
び
シ
ス
テ
ム
利
用
会
員
の
拡
大

２
．
各
支
部
の
主
な
活
動
目
標

⑴
北
海
道
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
６
月
下
旬

・
媒
体
講
演
会
の
開
催
：
８
月

・
媒
体
視
察
研
修
会
の
開
催
：
10
月

・
交
通
広
告
勉
強
会
の
開
催
：
12
月

・
新
年
懇
親
会
の
開
催
：
２
０
２
１
年
１
月

・
媒
体
連
絡
会
の
開
催
：
不
定
期

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂
（
以
降
各
支
部

共
通
）

・
第
14
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
（
以
降
各
支
部
共
通
）

・
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
（
以
降
各
支
部
共
通
）

⑵
東
北
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
12
月
中
旬

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
：
12
月
中
旬

　
　
　

⑶
首
都
圏
支
部

・
鉄
道
広
告
実
務
研
修
の
実
施
：
９
月
下

旬
か
ら
10
月
上
旬

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月
、
11
月
、
２

０
２
１
年
３
月
の
３
回

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月 

ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋

・
地
域
間
交
流
の
促
進

⑷
中
部
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月

・
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
・
調
査
研
究
事
業
の

実
施

・
支
部
幹
事
会
の
開
催

⑸
近
畿･

中
国･

北
陸
支
部

・
支
部
幹
事
会
の
開
催
：
７
月
、
２
０
２

１
年
３
月

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月

・
交
通
広
告
実
務
研
修
会
の
実
施
：
９
月

・
関
西
交
通
媒
体
社
広
告
会
、
諸
団
体
と

の
連
携

⑹
四
国
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
６
月

・
視
察
研
修
会
の
開
催
：
10
月

・
支
部
会
員
交
流
会
の
開
催
：
２
０
２
１

年
２
月

・
地
域
間
交
流
の
促
進

⑺
九
州
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
８
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
８
月

・
支
部
運
営
会
議
の
開
催
：
７
月
、
２
０

２
１
年
３
月

・
西
鉄
交
通
広
告
会
、
福
岡
市
地
下
鉄
交

通
広
告
会
、
九
州
鉄
道
広
告
会
と
の
連
携

・
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
へ
の
掲
載
及
び

本
部
各
委
員
会
と
の
連
携
強
化

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
デ
ジ
タ
ル
Ｏ
Ｏ
Ｈ 

： 

天
気
・
気

温
・
時
間
・
位
置
情
報
な
ど
の
外
部
デ
ー
タ
と
の

動
的
・
即
時
的
な
連
携
に
よ
り
、
そ
の
瞬
間
、
そ

の
場
所
、
そ
の
人
に
最
適
な
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
を

配
信
す
る
手
法
の
こ
と
。



10

第
３
号
議
案

新
規
会
員
の
入
会
承
認

　

以
下
の
入
会
希
望
が
あ
り
、
提
出
さ
れ

た
会
社
概
要
等
に
つ
い
て
審
査
し
た
と
こ

ろ
、
問
題
が
な
い
た
め
、
２
０
２
０
年
３

月
11
日
付
で
の
入
会
が
、
理
事
40
名
の
賛

成
評
決
を
得
て
承
認
さ
れ
た
。

会
員
種
別
：
賛
助
会
員

社
名
：
㈱
ヒ
ト
ク
セ

代
表
者
：
宮
崎 

航

所
在
地
：
東
京
都
新
宿
区

（
敬
称
略
）

（
参
考
）

正
会
員
社
２
９
４
社
、
賛
助
会
員
社
28
社 

計
３
２
２
社

２
０
２
０
年
３
月
11
日
現
在

報
告
事
項
①

技
術
開
発
委
員
会
の
活
動
状
況

１
．
技
術
商
品
開
発
研
究
会

　

委
員
会
の
活
動
計
画
を
効
果
的
・
効
率

的
に
推
進
す
る
た
め
に
設
置
し
た
主
要
な
技

術
開
発
委
員
に
よ
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。

第
１
回　

２
０
１
９
年
11
月
15
日（
金
）

第
２
回　

２
０
２
０
年
１
月
24
日（
金
）

⑴
情
報
交
換
会
の
開
催
テ
ー
マ
及
び
講
演

者
の
決
定

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
最
新
技
術
、
交
通
広
告
を
取

り
巻
く
状
況
を
検
証
し
、
鉄
道
利
用
者
へ

の
情
報
提
供
や
広
告
の
効
果
的
事
例
を
具

体
的
に
抽
出
し
議
論

⑶
２
０
２
０
年
度
活
動
方
針
案
の
策
定

２
．
技
術
開
発
委
員
会

　

２
０
２
０
年
３
月
５
日（
木
）
開
催
予
定

だ
っ
た
が
、
延
期
を
決
定
。
以
下
の
内
容

メ
ー
ル
に
て
書
面
承
認
。

⑴
２
０
１
９
年
度
活
動
概
要
報
告
。

⑵
１
月
24
日
の
技
術
商
品
開
発
研
究
会
で

策
定
し
た
２
０
２
０
年
度
活
動
方
針
案
を

確
定

　
　３

．
技
術
開
発
委
員
会
情
報
交
換
会

　

２
０
２
０
年
３
月
５
日（
木
）
に
開
催
予

定
だ
っ
た
が
、
延
期
を
決
定
。
日
時
を
あ

ら
た
め
て
以
下
の
内
容
で
開
催
予
定
。

　

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
の
取
得
等
、
交
通

広
告
で
提
供
す
る
情
報
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の

品
質
向
上
に
、
最
新
技
術
を
活
用
し
た
取

り
組
み
が
拡
大
し
て
い
る
渋
谷
エ
リ
ア
Ｏ

Ｏ
Ｈ
最
新
状
況
を
、
㈱
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
の
菊
井
氏
、
中
村
氏
が
講
演
。

　

さ
ら
に
、
委
員
に
よ
る
Ｏ
Ｏ
Ｈ
最
新
状

況
、
海
外
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
中

心
と
し
た
広
告
等
レ
ポ
ー
ト
。

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

・「
渋
谷
エ
リ
ア
再
開
発
に
お
け
る
Ｏ
Ｏ
Ｈ

媒
体
の
最
新
動
向
と
今
後
に
つ
い
て
」

　

技
術
開
発
委
員
会 
副
委
員
長  

菊
井 

健
一

㈱
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー　

事
業
統
括
局
ビ

ジ
ネ
ス
開
発
部 

中
村　

琢
磨
氏

・「
平
成
か
ら
令
和
へ
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
広
告
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
＆
ト
レ
ン
ド
」

　

技
術
開
発
委
員
会 

委
員　

吉
田 

勝
広

・「
香
港
、
深
圳
、
台
湾
の
最
新
媒
体
事
情

に
つ
い
て
」

　

技
術
開
発
委
員
会 

事
務
局　

土
屋 

樹
一

報
告
事
項
②

「
ｅ-

販
促
シ
ス
テ
ム
」
稼
働
状
況

　

第
２
回
理
事
会
（
昨
年
12
月
）
以
降
の

「
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
稼
働
状
況

等
を
報
告
。

　

前
回
以
降
入
会
・
退
会
無
く
、
有
料
会

員
数
75
社
。

１
．
ア
ク
セ
ス
状
況

２
．
シ
ス
テ
ム
の
改
修

　

会
員
各
社
に
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
操
作
説
明
会
に
お
い
て

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
会
員
か
ら

会員

一般

合計

12月

1,366

2

1,368

1月

1,517

8

1,525

2月

1,275

3

1,278

３
．
今
後
の
協
会
行
事
計
画

定
期
総
会

日
時
：
６
月
29
日（
月
）　

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン（
池
袋
）

　

桜
の
間

セ
ミ
ナ
ー　

同
ホ
テ
ル
富
士
の
間
Ａ
Ｂ　

懇
親
会　

同
ホ
テ
ル
富
士
の
間
Ｃ
Ｄ　

２
０
２
０
年
度
第
１
回
理
事
会

日
時
：
５
月
26
日（
火
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

会
議
室

第
２
回
理
事
会

日
時
：
12
月
３
日（
木
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

会
議
室

第
３
回
理
事
会

日
時
：
２
０
２
１
年
３
月
10
日（
水
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

会
議
室

２
０
２
１
年
広
告
界
合
同
年
賀
会

日
時
：
２
０
２
１
年
１
月
６
日（
水
）

会
場
：
帝
国
ホ
テ
ル　

孔
雀
の
間

　

本
議
案
は
、
理
事
40
名
の
賛
成
評
決
を

得
て
承
認
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
２
０
１
９
年
度
決
算
（
見

込
）
お
よ
び
２
０
２
０
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
理
事
40
名
の
賛
成
評
決
を
得
て
承

認
さ
れ
た
。
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寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
基
に
、
毎
月
開
催
し

て
い
る
編
集
会
議
で
来
年
度
の
シ
ス
テ
ム

改
修
の
内
容
を
議
論
し
、
以
下
の
よ
う
な

改
修
を
検
討
。

⑴
改
修
内
容
は
、
前
回
の
第
２
回
理
事
会

以
降
変
更
点
は
な
く
、
以
下
の
通
り
（
再

掲
載
）。

・「Station AD
 Planner

」「Train AD
 

Planner

」
共
通
項
目

①
バ
ス
料
金
情
報
（
価
格
、
路
線
図
、
発

着
駅
等
）

②
英
語
版　

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
も
検
討

・「Station AD
 Planner

」
項
目

③
施
設
デ
ー
タ
の
一
括
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・「Train AD
 Planner

」
項
目

④
貸
切
電
車
、
車
内
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
サ
ー

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
追
加

⑤
路
線
図
の
全
国
化

甲
信
越
、
北
陸
地
区
の
路
線
図
を
追
加

⇒

編
集
委
員
会
で
議
論
、
検
討
の
結
果
、

「T
rain A

D
 Planner

」
路
線
図
の
全
国
化

の
み
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
。

⑵
改
修
時
期　

２
０
２
０
年
４
月
１
日（
水
）

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
予
定

⑶
改
修
費
用　
（
見
込
）
約
70
万
円
（
ｅ-

販
促
会
員
の
会
費
を
充
当
）

報
告
事
項
③

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状
況

　

第
２
回
理
事
会
（
昨
年
12
月
）
以
降
の

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状
況

を
報
告
。

１
．
交
通
広
告
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム

会
員
社
数
は
下
記
の
通
り
。

・
関
東
交
通
広
告
協
議
会
（
11
社
会
）

　

会
員
社　

18
社

・
日
本
広
告
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
）

　

会
員
社　

６
社

・
日
本
鉄
道
広
告
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
）

　

会
員
社　

25
社

　

合
計　

49
社

　

12
月
の
理
事
会
終
了
時
か
ら
変
化
な
し
。

２
．
交
通
広
告
共
通
指
標

推
定
シ
ス
テ
ム
ア
ク
セ
ス

数
の
12
月
１
日
以
降
の
ア

ク
セ
ス
状
況
は
下
記
の
通

り
。

３
．
２
０
１
９
年
度
版
「
車
両
メ
デ
ィ
ア

共
通
指
標
推
定
モ
デ
ル
」
の
精
緻
化

⑴
今
年
度
も
原
則
と
し
て
直
近
５
年
分
の

デ
ー
タ
の
み
を
使
用
し
て
共
通
指
標
推
定

モ
デ
ル
を
更
新
。

⑵
性
年
代
区
分
は
昨
年
同
様
。
ユ
ニ
ッ
ト

毎
の
業
種
分
類
は
、
一
部
変
更
。

４
．
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査
に
つ
い
て

・
調
査
対
象
ユ
ニ
ッ
ト
：
駅
ポ
ス
タ
ー
、

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
、
フ
ラ
ッ
グ
、
柱
巻
き

・
調
査
期
間
：
２
０
１
９
年
９
月
〜
11
月

　

11
社
局
ご
と
、
特
定
の
１
日

・
調
査
対
象
：
１
都
３
県
に
居
住
す
１
都

３
県
に
居
住
す
る
15
歳
か
ら
59
歳
で
対
象

駅
ス
ポ
ッ
ト
を
通
過
し
た
者

・
サ
ン
プ
ル
：
各
社
局
１
駅
ス
ポ
ッ
ト
、

１
０
０
サ
ン
プ
ル
以
上

・
調
査
対
象
素
材
数
：
63
素
材

　

調
査
対
象
素
材
数
が
５
年
間
で
２
９
７

に
増
え
、
今
年
度
も
、
素
材
数
が
１
９
１

に
な
っ
た
「
駅
ポ
ス
タ
ー
」
の
み
共
通
指

標
化
実
現
。

５
．
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
案
に
つ
い
て

・
時
期　

２
０
２
０
年
３
月
23
日（
月
）
を

予
定

６
．
２
０
２
０
年
度
交
通
広
告
共
通
指
標

策
定
調
査
に
つ
い
て

　

車
両
メ
デ
ィ
ア
、
駅
メ
デ
ィ
ア
と
も
調

査
は
継
続
す
る
。

⑴
車
両
メ
デ
ィ
ア
調
査

・
本
年
同
様
の
調
査
手
法
を
用
い
継
続
調
査

　

調
査
期
間
：
２
０
２
０
年
３
月
〜
６
月

各
社
局
の
調
査
を
３
日
間

・
翌
年
度
に
６
パ
タ
ー
ン
の
共
通
指
標
を

更
新

・
付
帯
調
査
項
目

　

ブ
ラ
ン
ド
認
知
・
ブ
ラ
ン
ド
評
価
に
関

す
る
設
問

⑵
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査

・
調
査
期
間
：
２
０
２
０
年
８
月
〜
10
月

　

11
社
局
ご
と
、
特
定
の
１
日

・
調
査
対
象
：
１
都
３
県
に
居
住
す
る
15

歳
か
ら
59
歳
で
対
象
駅
ス
ポ
ッ
ト
を
通
過
し

た
者

・
サ
ン
プ
ル
数
：
１
１
０
０
サ
ン
プ
ル
（
各

社
局
１
駅
ス
ポ
ッ
ト
、
１
０
０
サ
ン
プ
ル

以
上
）

・
調
査
対
象
ユ
ニ
ッ
ト
：
駅
ポ
ス
タ
ー
、
サ

イ
ネ
ー
ジ
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
、
柱
巻
き
等

・
付
帯
調
査
項
目
案
：
ブ
ラ
ン
ド
認
知
・
ブ

ラ
ン
ド
評
価
に
関
す
る
設
問

⑶
調
査
費
用　

車
両
メ
デ
ィ
ア
、駅
メ
デ
ィ

ア
調
査
で
、
１
社
局
あ
た
り
約
２
０
０
万

円
を
予
定
。

報
告
事
項
④

「
広
告
の
ミ
ラ
イ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

　

広
告
関
係
24
団
体
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
広
告
の
ミ
ラ
イ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
。

　

１
月
よ
り
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

広
告
業
界
の
若
者
を
応
援
し
、
広
告
の
魅

力
を
伝
え
る
活
動
を
開
始
。

　

広
告
業
界
関
係
の
24
団
体
で
構
成
さ
れ

る
「
広※

 

告
関
係
団
体
連
絡
会
（
広
団
連
） 

」

で
は
、
広
告
業
界
が
、
若
者
に
と
っ
て
魅

力
の
あ
る
、
働
き
た
く
な
る
場
所
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
初
め
て
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
広
告
の
ミ
ラ
イ
」
プ

12月

１月

２月

62

43

33
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　●次号Vol.60は6月1日発行予定です。お楽しみに。

マスク着用生活はいつまで続くのか、不安な日々が続いています。
コンサート、セミナー、人の集まるイベントは残念ながら軒並み
延期か中止の今、1日も早いこの閉塞感からの脱却を心から願っ
ています。今年は集まってのお花見も自粛するようにとのことで
すが、桜はいつも通り咲いています。
みなさまの区切りがついたら始めたいこ
と、教えてください。

●メールと写真、ご意見、ご感想は
　こちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp

編集後記

●会員社の代表者が変
更になった場合など、変更
届はホームページ（https://
j-jafra.jp）の「各種届出書
類」に用意してございます
ので、ご記入の上、事務
局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

新
規
入
会
員
社
の
紹
介

◦
賛
助
会
員

株
式
会
社
ヒ
ト
ク
セ

代
表
者
：
宮
崎　

航

所
在
地
：
東
京
都
新
宿
区

（
敬
称
略
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

③
若
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
の
集

約
と
開
催

　

広
告
業
界
の
若
手
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
す
で
に
24
団
体
が
実

施
し
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
を
紹
介

し
、業
界
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。
ま
た
今
後
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

※
広
告
関
係
24
団
体
で
構
成
さ
れ
、
各
団

体
の
情
報
共
有
や
業
界
共
通
課
題
を
検
討

す
る
会
議
体
。

（
構
成
団
体
）
日
本
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協

会
、
全
日
本
広
告
連
盟
、
日
本
広
告
業
協

会
、
日
本
新
聞
協
会
、
日
本
民
間
放
送
連

盟
、
日
本
雑
誌
協
会
、
日
本
雑
誌
広
告
協

会
、
日
本
広
告
審
査
機
構
、
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ

ン
、
日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
、
日
本
ア
ド
・
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
協
会
、
Ｉ
Ａ
Ａ
日
本
国
際

広
告
協
会
、
日
本
Ｂ
to
Ｂ
広
告
協
会
、
日

本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
協
会
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
、
東
京
屋
外
広
告
協
会
、

日
本
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
広
告
協
会
、
広

告
審
査
協
会
、
日
本
鉄
道
広
告
協
会
、
日

本
広
告
制
作
協
会
、
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
協
会
、
日
本
イ
ベ
ン
ト
産
業
振
興
協
会
、

日
本
新
聞
折
込
広
告
業
協
会
、
日
本
パ
ブ

リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
協
会

報
告
事
項
⑤　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
回
理
事
会

日
時
：
２
０
２
０
年
５
月
26
日（
火
） 

13
時
30
分
〜

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画 

10
階 

大
会
議
室

定
期
総
会

日
時
：
２
０
２
０
年
６
月
29
日（
月
）　

14
時
00
分
〜

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
池
袋
） 

桜
の
間

・
セ
ミ
ナ
ー　

16
時
00
分
〜

　

同
ホ
テ
ル 

富
士
の
間
Ａ
Ｂ

　

講
師
：
未
定

・
懇
親
会　

17
時
30
分
〜

　

同
ホ
テ
ル 

富
士
の
間
Ｃ
Ｄ

　

会
費
：
１
万
円
／
人

〈
第
２
回
理
事
会
〉

日
時
：
２
０
２
０
年
12
月
３
日（
木
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

10
階 

大
会
議
室

〈
第
３
回
理
事
会
〉

日
時
：
２
０
２
１
年
３
月
10
日（
水
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

10
階 
大
会
議
室

〈
２
０
２
１
年
「
広
告
界
合
同
年
賀
会
」〉

日
時
：
２
０
２
１
年
１
月
６
日（
水
）

15
時
30
分
〜
17
時
00
分

会
場
：
帝
国
ホ
テ
ル 

本
館
２
階「
孔
雀
の
間
」

共
催
団
体
：
広
告
関
連
28
団
体

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
１
月
よ
り
開
始
い
た
し
ま

し
た
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
幹
は
広
団

連
内
に
設
置
さ
れ
た
「
次
世
代
人
財
研
究

会
」
が
務
め
ま
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の
広

告
業
界
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と
育
成
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
業
界
の
若
手
及
び
業
界

を
目
指
す
若
者
に
向
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
い
、
業
界
一
丸
と
な
っ
て
広
告
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、

①
「
広
告
の
ミ
ラ
イ
」
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
開
設
（
１
月
24
日
）

　

広
団
連
が
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
・

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
は
じ
め
、
広
告
業
界
の

活
動
を
よ
り
多
く
の
若
者
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
、
情
報
を
集
約
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
開
設
。
同
時
に
「
問
合
せ
窓
口
」
と

し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

https://w
w

w
.jaaa.ne.jp/koukokunom

irai/

②
大
学
に
向
け
た
出
張
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　

こ
れ
か
ら
業
界
を
目
指
す
学
生
に
直
接

語
り
か
け
る
「
場
」
を
増
や
す
た
め
に
、

大
学
の
ゼ
ミ
等
に
出
向
い
て
講
演
を
行
い
、

業
界
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
広
告

の
面
白
さ
や
幅
広
さ
を
様
々
な
視
点
か
ら

紹
介
し
、
一
緒
に
「
広
告
の
ミ
ラ
イ
」
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
し
ま
す
。


